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第
１
０
４
期
国
際
青
年
養
成
講
座
を
開
催 

 

４
月
５
～
１
０
日
の
５
泊
６
日
の
日
程
で
、
第
１
０
４
回
国
際
青
年
養
成
講
座
が
中
部
日
本
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
愛
知
県
内
を
中
心
と
す
る
オ
イ
ス
カ
の
法
人
会
員
企
業

の
新
入
社
員
が
集
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
で
合
宿
ス
タ
イ
ル
の
研
修
を
行
っ
て
き
た
同
講
座
も
、
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
太
啓
建
設(

株)

様
（
法
人
会
員
・
本
社

豊
田
市
）
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
感
染
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
新
入
社
員
２
０
名
が
講
座
に

参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
座
で
は
、
規
律
や
挨
拶
の
重
要
性
や
社
会
人
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
座

学
と
訓
練
を
通
じ
て
学
び
、
セ
ン
タ
ー
で
の
生
活
の
中
で
実
践
。
参
加
者
か
ら
は
、「
学
生
気
分
が

抜
け
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
」「
挨
拶
を
自
分
か
ら
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
海
外
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
に
目
途
が
立
っ

て
お
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
内
で
研
修
生
と
の
日
常
的
な
交
流
が
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
だ
と
の
意
見

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
愛
知
県
内
で
実
習
中
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

の
技
能
実
習
生
７
名
の
協
力
を
得
て
、
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

今
後
も
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
外
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
と
併
せ
て
、
日
本
人

の
育
成
に
も
寄
与
す
る
機
会
と
し
て
、
各
種
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
杉 

裕
一
郎
（
筆
） 

  
  

 
 

コ
ラ
ム 

ス
リ
ラ
ン
カ
に
つ
い
て 

 
 

今
月
、
４
月
２
８
日
は
満
月
で
し
た
。
ス

リ
ラ
ン
カ
で
は
、
毎
月
の
満
月
は
ポ
ー
ヤ
デ

イ
と
し
て
、
国
民
の
休
日
で
あ
り
ま
す
。
学

校
も
銀
行
も
す
べ
て
休
み
ま
す
。 

 

ス
リ
ラ
ン
カ
は
社
会
主
義
国
家
で
あ
り

ま
す
が
、
一
般
的
な
社
会
主
義
国
と
は
異
な

り
労
働
者
を
尊
重
す
る
国
だ
と
思
う
程
度

で
あ
り
特
に
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

国
は
宗
教
国
家
で
あ
り
ま
し
て
、
お
坊
さ
ん

の
地
位
が
高
く
、
ほ
と
ん
ど
の
会
合
で
お
坊

さ
ん
が
着
席
し
な
い
と
行
事
が
始
ま
り
ま

せ
ん
。
お
坊
さ
ん
が
来
ら
れ
る
と
、
出
席
者

の
全
員
が
膝
ま
ず
き
、
挨
拶
を
い
た
し
ま

す
。
学
校
で
も
そ
の
よ
う
な
教
育
を
し
て
い

ま
す
。
毎
日
曜
日
の
午
前
中
。
仏
教
教
育
が

開
か
れ
ま
す
。
制
服
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
学
３
年
生
以
上
は
出
席
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
日
本
の
親
日
国
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
日
本
が
仏
教
国
だ
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
お
祝
い
行
事
の
中
に
、
結
婚

式
と
同
様
に
女
性
の
初
潮
を
お
祝
い
し
ま

す
。
こ
れ
は
子
孫
繁
栄
を
願
っ
て
の
こ
と
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
国
は
宝
石
が
出
土
す
る
た
め
、
観
光

客
相
手
の
事
業
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
地
道
な
農
業
な
ど
に
従
事
す
る
若
者

が
少
な
い
よ
う
で
す
。
外
貨
が
少
な
い
ス
リ

ラ
ン
カ
が
、
食
糧
を
輸
入
し
て
い
る
こ
と
は

残
念
に
思
い
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
平
均
国

民
所
得
が
年
４
０
万
円
く
ら
い
で
す
。
イ
ン

ド
の
影
響
で
経
済
が
上
向
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。 

 
 

 オ
イ
ス
カ
愛
知
県
支
部
事
務
局
長 

 

 

村
松 

明 

 

 



 

 

                             

                             

                             

               

       

       

豊
田
推
協
総
会
を
開
催 

４
月
２
２
日
（
木
）、
令
和
３
年
度
豊
田
推
協
総
会
が

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席

会
員
は
６
０
名
、
来
賓
と
し
て
豊
田
市
長
代
理
・
国
際

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
の
粕
谷
様
、
樹
神
県
議
、
鈴
木

県
議
、
神
谷
県
議
、
桜
井
県
議
、
衆
議
院
議
員
古
本
伸

一
郎
様
秘
書
野
崎
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
で
諸
事
業
が
す
べ
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
の
実
施
（
６
月
７
～
８
日
）、
中
部

日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
１
０
月
）、
本
部
主
催
、
オ
イ
ス
カ
支
援
連
携
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
協
力
・
参
加
（
８
月
７
日
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
会
員
増
強
も
事
業
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
、
役
員
一
人
に
つ
き
１
名
入
会
を
必
達
目
標

と
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
が
今
年
度
開
催
予
定
で
豊

田
推
協
副
幹
事
長
の
鈴
木
英
之
さ
ん
（
豊
田
市
役
所
）

と
筑
田
研
修
課
長
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
二
人
に
募
金
を
呼
び
掛

け
た
と
こ
ろ
、
４
７
，
７
５
０
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
中
部
セ
ン
タ
ー
地
元
推
協
と
し
て
、
セ
ン
タ

ー
・
推
協
一
体
と
な
っ
た
活
動
推
進
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
杉 

裕
一
郎
（
筆
） 

 

        オイスカ友の会総会開催 
 オイスカ友の会総会が４月２５日（日）に午後６時か

ら鴛鴨区民会館で開催されました。参加者は５０名ほ

どで、コロナ感染防止のため、飲食なしで間隔をあけて

の開催となりました。 

 講師にトヨタファーム鋤柄社長に来ていただき、ミ

ャンマー中央乾燥地帯の極貧地域から技能研修生が来

ていることをお話しいただきました。現在は、ミャンマ

ーでクーデターが起きていて、昨年より帰国出来ずに

延長滞在しています。ミャンマーの実態について貴重

なお話が聞けました。  村松 明（筆） 

 

NPO 法人グリーングラスロッツ総会を開催 
4 月 25 日（日）、NPO 法人グリーングラスロッツ（以

下 GGR）総会が豊田市福祉センターにて開催されまし

た。来賓として神谷和利県議、寺田康生豊田市議、海

老澤要造豊田市議が出席されました。 

昨年度はコロナの影響により事業は中止となりま

したが、今年度は、環境スタディツアーの実施（10 月

22～23 日）、海岸林再生プロジェクト参加（6 月 7～8

日）、第 10 回チャリティローズコンサートの実施（5

月 14～16 日）が提案され、承認されました。 

総会終了後は、センター 

職員による講演、大阪マラ 

ソン・チャリティランナー 

への募金協力が呼びかけら 

れ GGR 会員様から 17,227 円 

の募金が寄せられました。 

コロナ感染防止に努めつつ 

事業の実施遂行が期待さ 

れます。 

   小杉 裕一郎（筆） 

 

 

総会で挨拶される光岡会長 

 

 

新職員赴任 
 

自己紹介 
 

4 月に西日本研修セン 

ターより異動してきまし 

た安東幸太郎と申します。 

2011 年以来、約 10 年 

ぶりに中部日本研修セン 

ターでの勤務になります。 

主に技能実習を担当しま 

すので、これからよろし 

くお願いいたします。 

             

 

自己紹介 

 
4 月から研修課に配属 

になりました奥山ときは 

と申します。 

3 月まで、オイスカ開 

発教育専門学校で国際協 

力と農業を勉強していま 

した。 

わからないことばかりで 

すが、少しでもテキパキ 

と仕事がこなせるように 

頑張ります。どうぞよろ 

しくお願いいたします。 
 

 

 



 

 
   愛知ダイハツ㈱技能実習修了 

3 月 10 日（水）に愛知ダイハツ西尾総合センターにて 2

名の修了式及び成果発表会が執り行われ、オイスカ職員も

出席させていただきました。2 名は 3 年間で学んだ技術を

披露し、スピーチで「愛知ダイハツで学んだ整備技術、接

客対応をマレーシアで活かします！」と希望を胸に旅立ち

ました。2 名は帰国後、ダイハツの現地法人 Nagoya 

Automobile Malaysia の新店舗での活躍が期待されていま

す。2 名を温かくも時には厳しくご指導していただきまし

た、愛知ダイハツ㈱の皆様に心より御礼申し上げます。 

中村 仁美（筆） 

 

                             

                             

                             

                          
 

   

 

 

 

       

     

   

 

   

 

 ４ 月 研 修 生 の 活 動 筑 田 明 生 （ 筆 ） 

豊田推進協議会総会でスピーチをさせて頂きま

した。家族に会うのを楽しみに頑張ります。 

 

メレさん、ライさん。国際青年養成講座で新入社員の皆さんと 

交流出来ました。久しぶりの交流会でした。 

 

浅丘自動車整備㈱技能実習修了 
4 月 17 日（土）浅丘自動車整備㈱の技能実習生 2

名が 3 年間の実習を終えました。 

アヌワルは 3 号に移行し滋賀ダイハツ販売㈱で

あと 2 年実習を行います。クシャイリは帰国後日本

で習得した技術を活かす為、自動車の会社で働きな

がら、日本語能力検定 1 級の取得を目指し日本語の

勉強も続けるそうです。これからの 2 名の活躍が楽

しみです。2 名を温かくも時には厳しくご指導して

いただきました、浅丘自動車整備㈱の皆様に心より

御礼申し上げます。     中村 仁美（筆） 

        

フィジーのライさん。飛行機は 8 月頃までは確実

に飛ばないようです。 

夏野菜の準備、堆肥の散布をしました。 

 

大事に育てたキュウリの苗。ミニトマトもハウスに

定植しました。 

 

 



 

 

                             

 

                     

                             

                             
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

寄
付
品 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

太
啓
建
設 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

福
田
香
緒
里(

豊
田
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

山
本
史
浩(

蒲
郡
市) 

近
藤
將
喬(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー(

香
川
県) 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

廣
瀬
秀
子(

岡
崎
市) 

原
田
さ
え(

名
古
屋
市) 

石
川
美
津
枝(

安
城
市) 

鈴
木
洋(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

 

新
入
会
（個
人
） 

安
東
麗
子(

豊
田
市) 

小
杉
辰
雄(

豊
田
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

板
倉
正
道(

豊
田
市) 

更
新
会
員
名
簿
（
７
２
６
／
８
２
７
） 

安
城
（
６
４
／
７
５
）
秀
成
会 

岡
崎
（
２
７
／
３
１
）
テ
ィ
ウ
ロ
ン
村
の
笑

顔
を
守
る
会
、
杉
浦
貴
之
、
西
久
保
な
が
し

後
援
会
、
廣
瀬
秀
子
、
稲
垣
建
設 

有
限
会
社 

蒲
郡
（
１
０
／
９
）
株
式
会
社 

大
国
屋
、
有

限
会
社 

山
本 

豊
田
（
２
１
０
／
２
５
１
）
野
中
慎
吾
、
鈴

木 

晤
、
松
村
鉱
一
、
近
藤
厚
司
、
牧
野
内
隆

夫
、
今
井
英
夫 

名
古
屋
（
６
１
／
６
０
）
筒
井
タ
カ
ヤ 

名
古
屋
南
（
１
４
／
１
８
）
株
式
会
社 

ピ
ロ

グ
レ
ス 

半
田
（
２
１
／
２
６
）
有
限
会
社 

大
河
原
電

機 碧
南
高
浜
（
５
５
／
５
７
）
ク
ロ
ダ
イ
ト
工

業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

山
下
忠
平
商

店
、
森
田
歯
科
医
院
、
株
式
会
社 

磯
貝
電
機 

み
よ
し
（
５
２
／
５
５
）
坂
口
嘉
弘 

セ
ン
タ
ー
（
３
１
／
４
４
）
安
部
雅
之
、
宗

像
ジ
ュ
イ
エ 

   

新
入
会
（法
人
） 

彰
秀
企
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

 

寄
付
金 

株
式
会
社 

サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
フ(

岡
崎
市) 

磯
貝
惠
子(

高
浜
市) 

株
式
会
社 

磯
貝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所 

(

高
浜
市) 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ 

株
式
会
社 

(

大
府
市) 

リ
ン
ナ
イ 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

東
邦
ガ
ス 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

原
田
立
朗(

豊
田
市) 

板
倉
正
道(

豊
田
市) 

中部日本研修センター 陶山慶子先生ご逝去に寄せて 
 

中部センターには何年か前までジローという柴犬がいて今は亡き杉浦元所長がもっぱら散歩をしていたそうです。2 代目ジロ

ーの前にも 1 代目センター犬がいてかわいがられていたのでしょう。慶子先生は犬が大好きで犬を飼いたいとしきりにおっしゃ

っていたそうですが 3代目が来ることはなく、その夢はかないませんでした。2021年 4月 13 日、ご家族の取り計らいでセラピー

犬が家に呼ばれ、慶子先生のベッドでやさしく添い寝をしたそうです。その後先生は最後の呼吸を終えられたと聞きました。 

慶子先生は 1967 年に中部研修センターが国内初の研修センターとして岡崎に設立した時からずっと食堂を守ってください

ました。3 度の食事とおやつ、鶏舎で仕事をしている職員のためにお茶を持って坂を上って行ったこともあるそうです。いつも笑

顔で、素早い動作で食堂を切り盛りされていた慶子先生は、病気になっても最後まで仕事場に立ちたいと希望され、ゆっくりとし

か動けなくても、畑からのくず野菜の良いところを取って洗い、食べさせてくれました。私たち中部センターの皆は、最後まで人

のために尽くされる先生を目の当たりにしました。 

私は慶子先生の 85 年間のうち最後の 10 年間しか知りませんが、ほとんど毎日顔を合わせてお話をしました。朝早くから起き

てしっかりと身支度をされてお仕事をされます。心は大変若々しく、常に謙遜な態度に、お茶目でかわいい性格が顔を出しま

す。若いころは素晴らしい美人で、大変なくらい人気だったそうですが、そんなことには見向きもせず、オイスカ活動の啓蒙にひ

たすら努められました。永年勤続感謝状はお亡くなりになるつい 1週間前のきれいな勘八山の 

桜の木の下で、中野悦子理事長より受け取られました。「また元気になってセンターに戻ります」 

とこぶしを握って見せてくださいました。 

葬儀は 4月 16日に岡崎で行われました。白い花に包まれた最後の先生のお顔は、なるほど 

最後に夢がかなった少女の素敵でかわいい笑顔でした。オイスカ創立者の教えを忠実に守り、 

最後まで人の幸せのために尽くした慶子先生は、私にとって偉大すぎて、不思議にあまり涙が 

でませんでした。「幸せな人生だった」と妹さんにおっしゃられたそうですが、絶対にそうでしょう。 

皆に尽くし、皆に愛された慶子先生の思いは絶対に絶対に絶やすことなく、引き継いでいきたい 

と思います。慶子先生、今まで本当にありがとうございました。 

Rest in Peace, until we meet again ...  

宗像 ジュイエ（筆） 
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